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和衷共済（わちゅうきょうさい） 
心を合わせて協力して物事を行うこと。                

和衷は、心の底から一つに合わせること。 

文責 校長 野口 高志 

 

２月に入りました。春はもうすぐそこまで！ 

新年度のスタートに向けたよい準備を！ 
 今年は、2月2日（日）の節分を経て2月３日（月）が「立春」で、まだまだ寒い日が続いていますが、暦の上
では「春」に入りました。今週は、２月3日（月）・4日（火）に県内私立高入試、5日（水）・6日（木）に県
立高推薦選抜・特色選抜・スポーツ文化芸術推薦選抜が行われました。来週10日（月）から12日（水）にも京
都私立高入試が行われ、3年生はいよいよ入試本番を迎えています。3月5日（水）・6日（木）の県立高一般選
抜、18日（火）県立高二次選抜の終了まで、それぞれが体調を万全に整えて試験に臨み、落ち着いて実力を十分
に発揮してくれることを心から願います。 
 また、１・2年生に向けても現在、県教育委員会のホームページに来年度に行われる県立高校入試（令和8年度
滋賀県立高等学校入学選抜より）が新制度になることについて発表がありました。県教委ホームページによると、
今年度までは県立高校において2月上旬に「推薦選抜」「スポーツ・文化芸術推薦選抜」「特色選抜」が実施さ
れ、3月上旬に「一般選抜」が実施されてきましたが、来年度の令和8年度の入学者選抜（現2年生が受検するも
の）からは、2月下旬ごろ（来年度は2/25（水）・26（木））に選抜を集約し、「一次募集」として「一般型選
抜」と「学校独自型選抜」が実施されます。「一般型選抜」は、これまでの一般選抜と同様に、学力検査（5教
科）を受検するもので、全日制および定時制の高等学校の受験者全員が受検します。「学校独自型選抜」は、各高
等学校が自校のスクール・ポリシーに基づいて実施する選抜で、「自己推薦」と「中学校長推薦」の2種類から各
高校の特色に合わせて高校が選択し組み合わせて実施し、学力検査（5教科）に加え、学校独自の検査（作文・小
論文・面接・口頭試験・プレゼンテーション・実技検査等）が行われます。「学校独自型選抜」は、希望者が受検
します。したがって、「学校独自型選抜」の受検者は、「学校独自型選抜」と「一般選抜」の両方を受験し、選抜
を受ける機会（合否判定を受ける機会）は2回となります、とあります。今後も県教育委員会より学校や保護者、
受検生に向けた新入試制度に関わる情報提供が行われる予定となっていますので、しっかりと情報収集をしながら
県立高校新入試制度にも備えていきましょう。  
 中学校卒業後の自分自身の進路選択について、一人ひとりがしっかりと目標を定め、その実現に向けて準備を積み重
ねていきましょう。この3学期にこれまで学習してきた内容をしっかり復習していくことも、進路実現にむけた準備に
つながります。がんばれ日枝中生！！  

 

第４２回 卒業式について 

３年生の前途を祝う卒業式を下記の日程で執り行います。今年度も保護者の皆様ならびに来賓の皆様に卒業生の立派
に成長した晴れ姿を観ていただきながら、門出を一緒にお祝いしていただければと存じます。なお、卒業式当日１・2年
生の在校生は、自宅学習といたします。保護者の皆様におかれましては、ご理解とご協力のほどよろしくお願い申しあ
げます。 

■ 日時 ： 3月１１日（火） 午前9時30分開式予定 

■ 会場 ： 日枝中学校体育館 

 

のがみがわ 



 ボランティアさんによる本の読み聞かせ 

湖南市では、湖南市子ども読書活動推進計画（湖南市「読書の魅力」種まきプラン）に基づ

いて、すべての子どもが自主的に読書活動ができるように、子どもの読書活動を推進していま

す。学校図書館にも学校図書館司書を配置いただき、生徒が興味をもって読書に親しむことの

できる環境整備をしていただいたり、教員に対して授業において市内の学校図書館や市図書

館の資料を活用した授業づくりへのアドバイスをいただいたりしています。今年度、日枝中学校

では、１・2年生が朝の始業時に10分間の読書の時間を設定し、読書活動に取り組んでいま

す。わずか10分の読書活動も一年間積み上げる読書量は相当なものとなります。読書には

「考える力」、「感じる力」、「表す力」などを育てるとともに、豊かな情操を育み、すべての活動の

基盤となる「価値・教養・感性など」を生涯を通じて徐々に養い育てていく力があります。そのよ

うな読書の魅力をふくらませるため、今年度も4名の読

書ボランティアさん（大蔵清乃さん、佐伯みゆきさん、築

山弘実さん、服部照代さん）に「本の読み聞かせ」を学期に3～４回のペースで続けてい

ただいています。朝の始まりの時間にボランティアさんが読み聞かせてくださる1冊の本

にクラス全員の視線が集まり、静かな雰囲気のなか朗読の声が響きます。素敵な朗読で

本の魅力を感じてくれていることと思います。読書ボランティアの皆様、いつもありがとうご

ざいます。 

 

 

   【２月の主な行事】                          【３月の主な行事】 

3日（月）県内私立高入試                                5日（水）県立高一般選抜 

4日（火）県内私立高入試                                6日（木）県立高一般選抜 

5日（水）県立高推薦・特色・スポーツ文化芸術選抜         10日（月）③卒業式予行 ⑤⑥卒業式準備 

6日（木）県立高スポーツ文化芸術選抜                   11日（火）第４２回卒業式（１・２年生 自宅学習） 

7日（金）県内私立高発表 PTA選挙管理委員会           12日（水）県立高一般選抜発表 

10日（月）～１２日（水）京都私立高入試                   13日（木）後期第７回生徒会委員会 

10日（月）学校運営協議会理事会                        18日（火）県立高二次選抜  市内小学校卒業式 

13日（木）県立高推薦・特色・スポ文選抜発表               21日（金）⑤期末保護者会  県立高二次選抜発表 

14日（金）後期第５回生徒会委員会                       24日（月）修了式 

18日（火）第４回定期テスト                              25日（火）～４/７日（月）春休み    

19日（水）第４回定期テスト                                     【４月の主な行事】 

20日(木)２年保護者向け新入試制度・修学旅行説明会           8日（火） 新任式 １学期始業式 

21日（金）外国籍生徒保護者会                            9日（水） 入学式準備（ＡＭ） 第４３回入学式１４：００ 

26日（水）③④３年人権講話  後期第６回生徒会委員会 

28日（金）３年模擬テスト 

 

                                                                                                                                                                                

 

 

 

 

ONE  HEART  ONE  TEAM 

 

 



   

学校評価にご協力をいただきありがとうございました。今年度は、Microsoft Forms（アンケート作成ツール）

を使ってオンラインでの回答をお願いしました。昨年度よりこれまで紙媒体で実施してきた学校評価アンケートを

オンラインでの実施に切り替えました。令和 4年度（紙媒体での実施最終年）の回答率は６２．８％、令和 5年度

（オンラインでの実施初年度）の回答率が４９．８％、今年度は５６．４％の回答率でした。 

コロナ禍を経て、学校においても行事等の実施方法についても見直しも進めてまいりました。コロナ禍後にすべ

てを以前のやり方に戻すのではなく、コロナ禍の中での経験を十分に活かしながら、子どもたちの安心・安全、そ

して学びの保障や仲間づくり、ふるさと意識を育んでいく教育活動を保護者や地域の皆様とともに進めながら、

子どもたちの「自尊感情」を育む教育を推進してまいりたいと考えます。今回いただいたアンケート結果を踏まえ、

次年度の日枝中学校の教育活動がよりよい方向へ進んでいくように教職員も一致団結して取組をすすめ、さら

に「信頼され愛される学校づくり」をすすめてまいります。皆様のご支援とご協力をよろしくお願い申しあげます。 

 ＊紙面が限られておりますのでアンケートにつきましては肯定的な評価（「そう思う」、「まあそう思う」）をいただいた割合を

表示しています。（「無回答」「わからない」を除いた集計をしています。） 

 

   項目「11」の＊は、今年度より質問項目を「家庭学習」から「学校外での学習」という文言に変更しています。 

 

 項目の「１」「2」につきましては、メール配信サービスの積極的な活用や学校ホームページの定期的な更新、

各種通信（のがみがわ、各学年通信等）の内容充実、学校公開日の定期的な設定などが要因ではないかと考

察しています。引き続き積極的に学校を開いていくために、学校公開日や学校行事への参観などの機会、地域の

方々に授業支援にボランティアとして入っていただく機会などを設けていきたいと考えます。 

 学校として大きな課題としてとらえているのは、「８」「９」「10」の項目です。学校の安心・安全、そして学びの保

障については、学校が主体となって積極的に取り組まなければならない項目内容です。項目の「１０」については、 



生徒への同様の質問で７４％が「授業はわかりやすい」と回答しており、保護者と生徒の認識に差があります。た

だ、「授業はわかりやすい」に対する肯定的な回答の割合が保護者、生徒ともに下がってきており、わかりやすい

授業づくりのための教員による授業改善の取組や安心して学ぶことのできる学びの集団づくりなど、生徒と教員

が一体となった学力向上の取組を具体的に進めるとともに、情報の発信についても改善を図ってまいります。 

 
   項目「12」の＊は、今年度より質問項目を「家庭学習」から「学校外での学習」という文言に変更しています。 
   項目「17」の＊は、今年度より質問項目の内容に「自らすすんで」という文言を追加していることを示しています。  

 上記の生徒アンケートからは、項目の「７」「８」「９」については、おおむね９０％近いの肯定的な回答を維持して

います。担任や学年の教員が生徒に寄り添いながら親身になって指導や支援にあたっていることを子どもたち自

身も実感してくれている結果であると受け止め、今後もよりよい関係を築いていくことのできるように取組を継続

していきたいと思います。 

  項目の「２」「１１」「１２」については学習の取組に関する項目ですが、肯定的な回答の割合が下がってきてお

り、課題が見られます。わかりやすい授業づくりについては、教える側が授業改善の取組を継続していく必要があ

ります。また、朝読書や朝学習の取組、学校外での学習（家庭学習）の習慣化については、生徒側に取組の仕方

を丁寧に説明しながら、取組を継続し、やがて学ぶ側が主体的に自学自習のできる力を身につけていく必要が

あります。学力を向上していくためには、まずは、毎日の各教科の授業の中で、自分の考えや意見をもちながら、

仲間の意見を聞いたり、自分の意見を発表する交流の時間があり、そして、その中で学んだことを自分でまとめた

り、ふりかえったりすることのできる授業、教える側が一方的に説明しているのではなく、一緒に学んでいる仲間と

交流しながら学び合うことのできる授業、教える側と教えられる側が互いに学びの好循環を創り出していく授業

づくりが大切です。そして、何よりも安心して自分の意見を伝えたり、人の意見を聞くことのできる学習集団づくり

が土台となります。学校生活が楽しく、そして授業はわかりやすい、これらの項目でさらに肯定的な回答の割合が

高まっていくよう具体的な取組を進めてまいります。 

 最後に項目の「６」「１３」「１７」「１８」「１９」についてです。保護者アンケートの項目「１６」「17」にあるように日

枝中学校は、コミュニティ・スクールとして「笑顔で挨拶ができる生徒」「失敗を恐れずチャレンジする生徒」「話を



しっかり聞ける生徒」の育成を地域と連携した取り組みの中で進めてきました。コロナ禍を経て、全校的に活動す

る機会や協働する場面がぐっと減ってしまいましたが、今年度も、下田学区や水戸学区の地域行事に中学生ボラ

ンティアが企画段階から参画し、運営を地域の方々と行う機会をいただきました。そうした機会を大切しながら、生

徒たちの活動の輪を広げて「６」や「１３」の肯定的な回答の割合を増やしていきたいと考えます。また、「１７」「１

８」「１９」の項目については、目指す日枝中生の具体像として、日々の教育活動を通じて、そのことを生徒自身が

実感して、その肯定的な回答の割合がさらに増えていくように取組を進めてまいります。 


